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01 
コマツの概要と強みを知る
当社は1921年の創立から約100年にわたって、ものづくりと技術の

革新で新たな価値を創り、社会ニーズに対応した商品・サービス・ 

ソリューションを提供してきました。

当社の100年の歴史で培われた経営資源、持続的成長を実現する 

価値創造プロセスをご紹介します。また、当社の強みであるライフサ

イクルのトータルサポートや、外部リスクに強いレジリエントな生産・

調達体制についてご説明します。

8 一目でわかるコマツ

10 コマツ101年の歩み
11 事業概況

12 価値創造プロセス

14 特集　コマツの強み
 ―ライフサイクルサポートビジネス
 ―サプライチェーンリスクを最小限に抑えるレジリエントな生産・調達体制
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01  コマツの概要と強みを知る

設立 機械稼働管理システムKomtrax搭載の
累計配車台数

グローバル拠点数 無人ダンプトラック運行システム AHS*
累積配車台数

連結売上高 建設現場ICTソリューション
スマートコンストラクション開始

一目でわかるコマツ 

1921年5月13日 約68万台 （2022年5月末現在）

（2022年6月末現在）

（2010年比）

251拠点* 541台

連結売上高は2001年からの20年
間で約3倍に成長しました。建設機
械・車両事業が約9割を占めます。

建設業界の労働力不足解決のた

め、業界に先駆けて提供を開始し、

これまで20,000超の国内現場に
導入されました。

（2022年6月末現在）

事業 イノベーショングローバル サステナビリティ

創業者・竹内明太郎により、石川県

小松市に地域経済振興のため設立

されました。

2001年に標準搭載されてから、 
世界中の車両情報を見える化。お

客さまの車両の効率的な運用をサ

ポートしています。

生産85拠点、販売88拠点、パー
ツ・トレーニング・リマン78拠点を
構え、グローバルにビジネスを展開

しています。
* 建設機械・車両、産業機械その他の合計

2008年に世界で初めて市場導入さ
れて以降、多くの鉱山の生産性と安

全性の向上に貢献しています。
* Autonomous Haulage System

*2  伝統市場：日本、北米、欧州 
戦略市場：中国、中南米、アジア、オセアニア、アフリカ、中近東、CIS

* 米国S&Pグローバル社によるSRI（社会的責任投資）指標

2兆8,023億円 2015年2月

海外売上高比率 製品稼働時のCO2排出 

連結従業員数 意思決定の優先順位

海外への輸出開始 ダウ・ジョーンズ・サステナビリティ・
インディシーズ ワールドインデックス*

88%*1 19%削減 

62,774人 SLQDC

アルゼンチン向け建設機械輸出を

皮切りに、 1964年インドに初の海
外駐在員事務所開設、1975年ブ
ラジルで海外生産開始と、早くから

事業のグローバル化を進めました。

経済性、環境、社会的活動の側面か

ら、優れた取り組みを行っている会社

として認定されています。

伝統市場44%、戦略市場56%。*2

世界でバランスよく売上げているこ

とが当社の特徴です。
*1 建設機械・車両事業

環境負荷低減のため、電動化建機

など低炭素製品の開発を積極的に 
進めています。2030年までに50%
削減、2050年カーボンニュートラ
ルに取り組んでいます。

社員の7割は外国籍、グローバルオ
フィサーは約7割がナショナル社員
です。多様性のあるグローバルチー

ムワークでお客さまに貢献します。

すべてのステークホルダーの信頼度

の総和を最大化するため、コマツは  
S（安全・健康）L（コンプライアンス） 
Q（品質）D（納期）C（コスト）を意思
決定の優先順位にしています。

1955年 16年連続選定
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01  コマツの概要と強みを知る

事業概況コマツ101年の歩み

社会ニーズに対応してきた課題解決の歴史

1921　創業～国家を益する有意義な仕事を～
コマツは創業者・竹内明太郎が開発した遊泉寺銅山用の鉱山機械を製作する「小松鉄工所」

（1917年設立）が母体となって設立されました。地方に工業を興し、産業を発展させたいという
信念と、「良品に国境なし」という高い志のもと、創業時から世界の市場を視野に入れてものづくり

を始めました。翌年、「小松電気製鋼所」を吸収して、鋳鋼から加工、組立までを行う一貫生産体制

の基盤を築き、現在の強みにつながっています。

【創業の精神】
• 海外への雄飛
• 品質第一
• 技術革新
• 人材の育成 創業者　竹内 明太郎 

農業用トラクター国産化課題 •  技術水準が向上、機械国産化の礎に価値

グローバル品質への挑戦課題 •  品質向上プロジェクトによりグローバル品質を実現
•  お客さまの現場の生産性向上に貢献価値

1931 国産トラクター第1号完成

A（マルA）対策で強敵に対抗

 初の海外現地法人「コマツヨーロッパ」

世界初「無人ダンプトラック運行システム（AHS）」市場導入

未来の現場を創造「スマートコンストラクション」

2050年カーボンニュートラル実現に向けて宣言

ブラジルで初の海外生産

1943 国産ブルドーザーの原型「小松1型均土機」製作
1951  本社を東京に移転
1955  アルゼンチンへの建機初輸出

1964 インドに初の海外駐在員事務所を設立

2013 ICTブルドーザー市場導入
2014 ICT油圧ショベル市場導入

1961

1967

2008

2015

2021

1975

•  海外販売代理店網を構築し、グローバル品質の提供を実現
•  世界各地での人材育成、雇用の創出により現地への貢献を 
グローバルに拡大

価値
海外での販売・サービス向上・ 
グローバル生産体制の構築課題

•    「 安全で生産性の高いスマートでクリーンな未来の現場」を 
目指し施工の最適化を実現価値

労働力不足や安全性など現場
が抱える課題の解決課題

•    ゼロエミッション動力源の開発推進　 
新たな価値創造を目指す価値

気候変動やCO2排出削減が 
世界的課題課題

•  お客さまの現場の安全性向上、コスト削減、オペレーターの 
負荷軽減を実現価値鉱山現場における安全性・ 

生産性の向上課題

建設機械・車両 2兆 5,588 億円
コマツは、世界の建設現場や鉱山現場で活躍する建設・鉱山機械や、フォークリフト、林業
機械、環境リサイクル機械、地下建設機械など幅広い商品・サービス・ソリューションを提供
しています。商品のフルラインナップ展開とともに、圧倒的な高品質と技術革新によって、建
設・鉱山機械分野で国際的なリーダーとしての地位を確立しています。

ダンプトラック

リテールファイナンス 578 億円
コマツ商品の販売ツールとして、お客さまの資金負担軽減などに貢献するファイナンス（金
融）事業に取り組んでいます。「Komtrax（所在地情報、稼働状況、エンジンロックなど）」技
術を活用した延滞債権発生の予防や、スピーディーな審査、競争力のあるファイナンス条件
などを強みとし、お客さまとの長期的な関係の構築を目指しています。

2021年度 連結売上高

2兆8,023億円

産業機械他 1,856 億円
建設機械・車両部門と並ぶ中核事業として、自動車のボンネットやサイドパネルの成形に使
用される大型プレス機械や、板金機械、工作機械、半導体露光装置用光源（エキシマレー
ザー）などを提供しています。ほかにも、防衛省向け特機などの生産も行い、さまざまなお客
さまの事業活動に貢献しています。

大型プレス

連結売上高
営業利益・ 
売上高営業利益率

 当社株主に帰属する当期純利益・
ROE

2,507億円

10.3%
1,673億円

3,170億円

7.6%
11.3%

2019年度 2020年度 2021年度 

1,538億円

8.6%
5.8%

10.9%
1,062億円

2,249億円

2019年度 2020年度 2021年度 2019年度 2020年度 2021年度 

24,448億円 21,895億円
28,023億円

事業別の売上高構成

戦略市場

56%

伝統市場

44%
 アフリカ 5%

 中近東 2%

 オセアニア 10%

 アジア 12%

 中国 4%

 CIS 7%

 中南米 15%

 日本 12%

 北米 23%

 欧州 9%

建設機械・車両事業の地域別売上高構成

2021年度

2兆5,588億円
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01  コマツの概要と強みを知る

人と共に

アウトカム循環 アウトプット

持続可能な成長を実現するため、企業に求められること。それは外部環境の変化に即応する強靭でフレキシブルな収益構

造と、ますます高まるESG課題の解決を両立することにあります。コマツは長年培ってきた“ものづくり”基盤を強みとし、
お客さま、代理店、パートナー、地域社会、そして私たちすべての現場をダントツでつなぎ、社会の要請に応えていきます。

価値創造プロセス

事
業
活
動
と
コ
マ
ツ
の
強
み 

（
建
設
・
鉱
山
機
械
事
業
）

研究・開発 調達・生産 お客さまの現場での稼働

【気候変動への影響】CO2の総排出：22.1百万トン 製品稼働中のCO2排出：27.3百万トン（排出全体の87%）気候変動への影響　CO2の総排出：31.4百万トン

注記のあるもの以外は連結ベースかつ2021年度実績もしくは2022年3月31日現在

•  商品性能の決め手となる 
キーコンポーネント 
（エンジン・油圧機器・電子制御機器） 
の自社開発・自社生産  P.17

•  社内のコア技術と外部の知見の 
融合（オープンイノベーション）に 
よる技術革新のスピードアップ

•   デジタルトランスフォーメーション 
 P.33

•  グローバルな市場ニーズに密着 
した商品開発体制

•   協力企業会（コマツみどり会）との 
協働 による  
①“ものづくり”（品質と信頼性・ 
　商品競争力の向上） 
②品質の高い資材の安定供給

•  ICTを活用した「つながる工場」 
（見える化）の実現
•  クロスソーシング： 
需要や為替変動に強いフレキシブルな 
グローバル生産供給体制  P.16

•  マザー工場制による 
グローバルでのQDC 
（品質・納期・コスト）の向上

•  技能伝承とTQM（総合的品質管理） 
 P.58

•  高品質な中古車の 
グローバル循環

•  リマン事業の拡大
 P.15

•   保守契約サービスの 
強化  P.15

•  補給部品販生による 
QDCの強化

建設機械
•  Komtraxから得られる 
稼働情報の活用

鉱山機械
•   Komtrax Plusから 
得られる稼働情報の活用

•  コマツ直営代理店による 
きめ細かなサポート

• 連結売上高：
 2兆8,023億円
• 営業利益：
 3,170億円
•  フリーキャッシュフロー：
  1,574億円
• 総資産：
 4兆3,475億円
• 連結配当性向：
 40.3%

収益の向上 社会課題解決

安全で生産性の
高いスマートで
クリーンな
未来の現場

2050年
カーボンニュートラル

顧客現場における
CO2排出削減

社員　
•  労働災害の継続的な低減
•  社員エンゲージメント 
スコア

•  女性管理職比率

顧客　
•  スマートコンストラクション
導入現場数

•  AHS累計配車台数
•  建設・鉱山機械の自動化

地域社会　
•  事業活動を通じた社会貢献

人権　
•  人権デューデリジェンスの
推進

倫理・統治
•  ガバナンスの充実
•  コンプライアンスの徹底

環境　
•  地球環境負荷ゼロ工場
•  環境負荷低減製品の 
市場導入

•  林業機械事業の拡大
•  リマン事業の拡大

• グローバル代理店網　• 代理店人材育成　• ブランドマネジメント

商 品 ソリューションサービス

インプット

•  ダントツ商品: 
環境・安全・ICT・ 
生産性で 
圧倒する商品

•  建設・鉱山機械 
フルラインナップ 
の商品展開

•  品質と信頼性を 
追求した商品 
づくり

建設機械
•  スマートコンスト 
ラクション  

 P.33

鉱山機械
•  無人ダンプトラック 
運行システム
Autonomous 
haulage system 
(AHS)

社会と共に

地球と共に

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
本
方
針

財務資本
株主資本： 2兆2,325億円
有利子負債： 9,473億円
成長戦略投資※： 1,500億円
 ※ 2022年度～2024年度累計

人的資本
従業員数： 62,774人 
海外従業員比率： 68% 
1人当たり教育投資額： 71,000円

知的資本
開発拠点： マザー工場 9拠点 
研究開発投資： 774億円（売上高比率2.8%） 
情報の活用： Komtrax搭載の累計配車台数　 
 約68万台 
 （2022年5月末現在）

製造資本
自社生産拠点： 85拠点
設備投資（除くレンタル資産投資）： 957億円

社会関係資本
10年配車台数*： 約57万台
*  過去10年間の建設・鉱山機械の販売台数の累計で、 
お客さまの現場で稼働する台数の目安

販売・サービス代理店 ： 148カ国211社 
 （建設機械・車両）

協力企業：  約2,700社 
社会貢献活動実績：  22億円 
株主数：  187,367名

自然資本
エネルギーの使用： 9.6PJ 
 （うち再生可能エネルギー：1.0PJ）
*  PJ（ペタジュール）＝1015J
水の使用： 3.1百万m3 
鋼材（鉄）の使用： 1,335千ｔ

コマツ　　　　　ウェイ コマツの行動基準創業の精神

左記の6つの
マテリアリティについては

 P.27 を
ご確認ください。

環境

社員

顧客

人権

    地域社会   倫理・統治
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01  コマツの概要と強みを知る

建設機械ライフサイクルと収益構造
　建設機械は売って終わりの「モノ」ビジネスではなく、お客

さまがコストミニマムで、安心して機械を使用できる状態を 
提供するライフサイクルサポートビジネスです。

　建設機械は、平均すると10～15年間、お客さまに使ってい
ただきます。建設機械の生涯にわたって、お客さまをサポート

することが、私たちの役割です。機械納入後、適正なメンテ

ナンス・部品供給・オーバーホールを経て中古車の下取り・ 

再販まで、アフターマーケットでの顧客サポートは多岐にわた 
ります。これを事業機会と捉え、バリューチェーンのさまざま

なドメインでダントツサービスを提供していきます。

　建設機械・車両事業の利益の4割以上が、部品サービスで
す。お客さまの課題をコマツグループが持つさまざまなサービ

スで解決し、コマツがお客さまにとってなくてはならない存在

になることで、コマツのライフサイクルサポートビジネスを成

長させ、収益の向上を図っていきます。

お客さまに新しい価値をお届けする

ライフサイクルサポートビジネス

アフターマーケット事業におけるデジタルマーケティングの推進      

リマン事業の拡大      
　コマツは、車両の生涯にわたるお客さまとの関係性継続・強化を図るため、生涯保証プログラムを導入し、更なる延長

メンテナンス契約とコンポーネントのリマン・リビルド※（以下、リマン）を推進しています。リマンの技術のノウハウを代理

店に展開し、代理店のオペレーションを強化していきます。

　また、リマン事業は、2021年に新たに南アフリカにリマン工場を新設し、南部アフリカ地域のお客さまへのサポートの
強化を図りました。

　インドネシアのリマン工場では、お客さまのLCC（Life Cycle Cost）低減のために、リマン後の車両を元のお客さまに
戻すKCFR（Komatsu Certified Full Reman）、海外の別のお客さまに再販するKCMR（Komatsu Certified 
Machine Reman）という2つのプログラムを導入し、リマンビジネスを拡大しています。
※  エンジンなど建設・鉱山機械の主要コンポーネントを新品同様に再生（リマニュファクチャリング）して市場に再供給する事業。使用済みコンポーネントの分解、洗浄、部品交換、 
再組立、塗装、出荷検査等を行う。リビルドでは各コンポーネントを構成する摩耗した部品を新品と交換しますが、リマンでは摩耗した部品を加修・再生、再利用し、更に資源の
節約、廃棄物の削減に寄与します。

メンテナンス契約付き延長保証の拡大      2

1

3　

　コマツは、新車購入時に付帯するパワーライン（エンジン、

動力装置、油圧関連装置）の延長保証ならびにメンテナン

スのパッケージを提供しています。世界各地で展開してお

り、2011年の開始以降、毎年契約台数を増やしています。
延長保証契約を可能にしているのは、キーコンポーネント

を自社開発・自社生産している強みがあるからです。延長

保証契約を結ぶことにより、マシンタッチ率が上がり、お客

さまにより安心して機械を使っていただけるほか、コンポー

ネントの状態をより的確に把握することができるようにな

り、コンポーネントの品質向上にも貢献します。

　コマツは、お客さまが必要な部品をいつでもどこからでも

オーダーできるオンライン販売を推進しています。2017年
に中国で導入した部品のオンライン販売を皮切りに、世界各

地でオンライン販売が始まっており、オンラインによる売上

比率が拡大しつつあります。2021年からはPIM（Product 
Information Management: アフターマーケット商品情報
管理システム）を導入、オンライン販売を通じて必要な商品

情報を提供しています。

　次世代Komtraxから得られる大量のデータをもとに、号機
管理システムを通じて、部品の適切な交換時期やオーバー

ホールのタイミングを、お客さまへ提供していくといった、デ

ジタルマーケティングを支えるICTツールを展開していきます。

契約車両の推移

（件（2011年度＝100）） （%）
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特集　コマツの強み
部品オンライン販売の状況

コマツのライフサイクル安心サポート

■ 中国　■ 北米　■ 欧州　■ 豪州　

検討・納車

保守／更新

施工・稼働中古車
顧客の

ライフサイクル

最適調達の
安心サポート

使われ方の
安心サポート

中古車の
安心サポート

コンポ／
アセットの安心
サポート

メンテナンス付き延長保証

部品オンライン販売

・車両状態
・稼働履歴
・修理・メンテナンス履歴

Komtrax活用

必要な時に最適
な方法で機械を

調達

中古車価格の
向上

安全・安心な 
機械の保有

フリートROI・
LCCに基づい
た設備投資

現場の生産性
向上

・突発修理から
定期修理へ
・迅速修理

コンポーネント 
リマン／リビルド
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複数社購買体制 物流改革生産のクロスソース体制

01  コマツの概要と強みを知る

サプライチェーンリスクへの対応策

外部環境リスクにレジリエントに対応
　新型コロナウイルス感染拡大の影響で、全世界でコンテナ

不足や半導体不足、また資源価格の影響で鋼材価格が上昇

するなど、サプライチェーン上の問題が多く発生しています。

コマツはこれまでにもさまざまな外部環境リスクに対応できる

よう対策を行ってきました。生産や販売への影響を最小限に

するため、生産のクロスソース体制や複数社購買体制、物流

改革など、サプライチェーンリスクに対応し、生産・調達の 
レジリエントな体制を構築しています。

　また、キーコンポーネントの内製化により、サプライチェーン

リスクの局面でも、フレキシブルな生産を可能にしています。

グローバルクロスソーシング      

フレキシブル生産を可能にするキーコンポーネントの自社開発・自社生産 

物流プラットフォームの導入

2

3

　コマツは1980年代に海外生産に本格的に取り組み、建
設機械 ・車両の生産拠点は、現在世界各国に76カ所あり
ます。1990年代後半から、ベースマシンの統一、グローバ
ルでの生産管理システムの統一、生産・設計における部品

構成表の統一、製造プロセスや品質基準の統一に取り組ん

できました。このような長年の地道な取り組みのおかげで、

リーマンショック後の第二次構造改革を機に、需要変動に

柔軟に対応できるクロスソース体制を確立してきました。

　「クロスソース体制」とは、複数の工場から、同一モデル

を同一の仕様・品質で生産し、どの市場へも供給できる

生産体制です。キーコンポーネントを自社開発・生産して

いることにより、グローバルで同一品質の車体生産を実

現しています。　

　車体だけでなく、部品についても、グローバルなクロス

ソース体制を構築しています。複数メーカーからの部品購

入、現地調達の拡大、中国・東南アジアからの供給などを

推進し、外部環境の影響を抑えながら、品質・コストに優

れた部品を全世界に供給しています。

　このようなグローバルクロスソース体制によって、需要

や為替の変動、生産負荷の平準化などを勘案して最適地

で生産することができています。

　コマツは、キーコンポーネントを自社開

発・自社生産しています。需給がひっ迫し

ている局面では、世界中の車体工場に

キーコンポーネントを供給しているコン

ポーネント工場が、各車体工場と連携し、

適切な在庫のコントロールをしています。

　また、半導体不足への対応策として、自

社開発の強みを活かして汎用品へと切り

替える設計変更を迅速に行い、生産販売

への影響を抑えることができました。

　従来ICT改革の一環で、サプライチェーンの見える化にも取り組んでいます。物流プラットフォームを導入し、出荷計画、 
輸送手配、海上での位置情報、到着予定の確認など、輸送状況をリアルタイムで見ることができます。市場の変化や有事に際

し、サプライチェーンを維持するための体制を構築しています。

中型油圧ショベルのコンポーネント（調達カテゴリー別）

  A：日本から供給するキーコンポーネント
  B：グローバルで集中購買するコンポーネント
  C：ローカルで調達するコンポーネント

履帯、転輪

作業機

シリンダー キャブモニター コントローラー
センサー/アンテナ

ファイナル 
ドライブ

レボフレーム
トラックフレーム

スイング
サークル

外装

ラジエーター

メインバルブ

メインポンプ

エンジン

【対策】

【リスク】 感染症等

パンデミック

地政学リスク等

不測の調達リスク

地震、台風等

自然災害

部品
車体

リスクへの強み

サプライチェーンリスクを最小限に抑える
レジリエントな生産・調達体制

特集　コマツの強み

1
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＜中型油圧ショベルの事例＞ 

9カ国で生産
日本、米国、英国、ブラジル、
中国、タイ、インドネシア、
インド 、（ロシア）

＜ 必要条件 ＞
1. ベースマシンの統一 
2. 生産管理システムの統一 
3. 生産・設計BOM（部品構成表）の統一 
4. 製造プロセス・品質基準の統一 

＜ 効果 ＞
1. 為替変動への対応
2. 生産変動への対応
3. 原価低減
4. 生産能力有効利用
5. 投資最小化

コマツ　

A社　
c工場
（代替）

A社　
b工場
（代替）

A社　
a工場
（現行）

B社　
（代替）
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